


▲委員長あいさつ
　益子　侑也さん

▲司会の髙井　梨央奈さん
　　　　河野　暉平さん

▲はたちの主張を発表した吉村　七海さん
　　　　　　　　　　　　三村　大祐さん

▲開式のことば
　菅野　聖さん

▲国歌斉唱伴奏
　小池　さくらさん

▲閉式のことば
　岡﨑　拓海さん

▲成人者を代表して記念品を
　受け取った中崎　汰一さん

令和2年 常陸大宮市成人式
　1月12日、市文化センターで成
人式が開催されました。
　平成11年4月2日から平成12年4
月1日までの間に生まれた、市内
在住者や出身者が対象で、339人
が出席しました。
　皆さんが本市を誇りに思い、故
郷にいても遠くにいても常陸大宮
市を大事に思う気持ちを忘れず、
夢や希望を持って社会で力強く歩
み続けてくれることを期待してい
ます。
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各中学校から選出された36人が成人式の企画・運営を行いました
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準備や受付などに協力しました
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令和元年に叙勲・褒章を受章された皆さん

▲特産品ゆずサイダーで乾杯！

岸　佐次郎さん（地方自治功労）

細貝　富雄さん（教育功労）

大串　勝博さん（教育功労）

大森　正義さん（教育功労）

木村　洋一さん（統計調査功績）

武藤　賢治さん（地方自治功労）

小室　忍さん（地方自治功労）

矢數　四郎さん（教育功労）

相川　清一さん（消防功労）

塩澤　泉さん（消防功労）

中崎　均さん（警察功労）

髙村　正美さん（国勢調査功労）

木口　庄さん（教育功労）

　平成5年に緒川村議会議員に
当選以来、平成18年7月まで長
きにわたり在職、その間、緒川
村議会副議長、市議会経済常任
委員会委員長等の要職を歴任さ
れ、地域の基幹産業である農業
振興及び都市住民との交流事業
による商工観光振興に尽力さ
れ、町村合併後は、地域間の調整
や市の発展に貢献されました。

　昭和30年に嶐郷村立嶐郷小
学校に奉職以来、平成4年に瓜
連町立瓜連小学校長で退職され
るまで長きにわたり、人間性豊
かな児童生徒の育成に努められ、
学校教育の進展に貢献されまし
た。また、平成7年から18年まで
議会議員として、地方自治発展
に尽力されました。

　県立水戸農業高等学校で17年
間の勤務を経て、昭和60年に県
立水戸養護学校に奉職以来、平
成21年に県立北茨城養護学校長
で退職されるまで長きにわたり、
障害を持つ児童生徒の社会参加
を目指し、篤実と信念を持って
個性を重視した教育に取り組ま
れました。特に知的障害教育の
普及・推進に多大な貢献をされま
した。

　昭和28年に鹿島郡息栖村立息
栖小学校に奉職以来、平成3年
に山方町立山方小学校長で退職
されるまでの長きにわたり、強い
信念と情熱を持って、児童生徒
の教育、指導助言、授業研究に
邁進され、教育の振興発展に貢
献されました。また、退職後は、
長年の教職経験を生かし地域社
会の向上に尽力されました。

　昭和45年に国勢調査員に任命
以来、10回にわたり調査員とし
て従事されました。また、国勢
調査以外にも数多くの統計調査
にあたられ、常に円滑かつ正確
に調査を遂行され、統計業務の
推進に貢献されました。さらに、
長きにわたり消防団員として多く
の火災等に出動され、地域防災
にも尽力されました。

　昭和46年に茨城県統計課に奉
職、企画部科学技術振興監、企
画部次長、商工労働部次長等を
歴任され、平成20年に商工労働
部長で退職されるまで長きにわた
り、豊かな行政経験と卓抜なる見
識を持って、県総合計画の策定
や交通ネットワークの整備、企業
誘致など、各種重要施策を積極
的に推進され、地方自治の発展
に貢献されました。

　昭和56年に美和村議会議員に
当選以来、平成5年まで長きにわ
たり、郷土愛護の精神を堅持し、
豊富な経験と優れた識見を遺憾
なく発揮され、農林業の振興、
教育文化、福祉の向上など村政
発展に大きく寄与されました。ま
た、人権擁護委員として人権尊
重意識の普及啓発のために尽力
されました。

　昭和30年に高萩市立高萩小
学校に奉職以来、平成4年に大
宮町立大宮西小学校長で退職さ
れるまで長きにわたり、深い識
見と強い信念を持って教育の諸
活動を展開、学力・体力の向上、
生徒指導の充実に専心され、当
市の学校教育の進展に貢献され
ました。

　昭和24年に小瀬村消防団に入
団、昭和60年に緒川村消防団副
分団長として退団されるまで、長
きにわたり村民の生命、財産を守
るため日夜献身的に消防活動に
精励されました。また、消防機材
の近代化・機械化に伴い、団員
の技術の錬磨に努められるなど、
消防団の発展に貢献されました。

　昭和52年に緒川村消防団に
入団、平成30年に常陸大宮市
消防団副団長で退団されるまで
長きにわたり、住民の生命、財
産を守るため日夜献身的に消防
活動に精励され、消防団の発展
に貢献されました。また、副団長
として実践的な訓練により、士気
の高揚をはかり、団員の資質・
規律の向上に尽力されました。

　栄典として、国家または公共に対して功労のあ
る方へ勲章を授けることを叙勲、社会の各分野で
優れた行いや業績のある方へ、褒賞の記章を授与
することを褒章といいます。
　生存者に対する叙勲・褒章は春と秋の2回行わ
れます。この他に随時授与される高齢者叙勲、外
国人叙勲や、公益のために私財を寄付した方への
紺綬褒章などがあります。

　昭和41年に茨城県巡査に任命
以来、平成19年に下妻警察署を
警部で退職されるまで長きにわた
り、主に刑事部門で活躍、長年
培った知識と経験を遺憾なく発揮
され、綿密な現場鑑識により被
疑者の検挙に結びつけるなど、強
い責任感と不断の努力により数多
くの事件を解決され、茨城県の治
安維持に大きく貢献されました。

　昭和40年に国勢調査員に任
命以来、数多くの統計調査にあ
たられ、統計業務の推進に貢献
されました。さらに、昭和59年
から平成11年、平成28年から
現在まで農業委員として当地
域の農業発展のため貢献されて
おり、また、平成11年から18年
まで議会議員としても地域住民
の生活向上と議会の発展に尽力
されました。

　昭和24年に諸富野村立北富
田小学校に奉職以来、平成4年
に大子町立上岡小学校長で退職
されるまで長きにわたり、常に
児童に深い愛情を注がれ、卓越
した指導力と深い研究心を持っ
て教育に専心され、地域に根ざ
した丁寧で誠意あふれる学校経
営に務められ、教育の振興発展
に貢献されました。

◇旭日単光章

◇瑞宝双光章

◇瑞宝小綬章

◇瑞宝双光章

◇藍綬褒章

◇瑞宝小綬章

◇旭日単光章

◇瑞宝双光章

◇瑞宝単光章

◇瑞宝単光章

叙勲・褒章とは…

◇瑞宝双光章

◇瑞宝単光章

◇瑞宝双光章

1/9 新年賀詞交歓会に約300人が出席

　新春恒例の新年賀詞交歓会が、西部総合公園体育
館で盛大に開催されました。はじめにアトラクショ
ンとして、第74回国民体育大会いきいき茨城ゆめ
国体なぎなた競技会に出場し、見事総合優勝を果た
した茨城県なぎなた連盟の皆さんにより「型」と「リ
ズムなぎなた」が披露されました。
　賀詞交歓会では、叙勲・褒章受章者への記念品贈
呈、市へ寄付等をしていただいた団体や個人への感
謝状の贈呈が行われました。
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▲左から佐藤仁町長、三次真一郎市長 ▲宮川舞さんによる講演

▲生徒と一緒に皿回し▲額に脚立を乗せ、会場からは拍手喝采

12/25

1/23

南三陸町から感謝状

小瀬高校が講演会を開催

　宮城県南三陸町の佐藤仁町長が本市を訪れ、平成
23年3月11日に発生した東日本大震災の災害復旧の
ため本市から応援職員を派遣していることについ
て、三次真一郎市長へ感謝状が贈られました。南三
陸町には、平成28年以来、計3人の職員を継続して
派遣しています。
　また、令和元年台風第19号で被災した本市に対
し、佐藤仁町長からお見舞いのことばとともに義援

　緒川総合センターで、緒川小学校、美和小学校、
御前山小学校6年生、連携している明峰中学校1・2
年生とともに、国際的に活躍されているクラウン（道
化師）の第一人者である大棟耕介氏を講師に招き、
「道化師流　笑顔コミュニケーション術」と題した
コミュニケーション能力を育成するための講座が実
施されました。
　パフォーマンスの披露、ホスピタルクラウン活動
のDVD上映後、笑顔のもたらす効果が、病気や怪
我の人にも元気が与えられること、目標を持てるよ
うになることなどを話していただきました。
　また、夢を実現させるためにも自分の能力を低く

金をいただきました。
　感謝状贈呈の後は、南三陸町職員の宮川舞さんか
ら市職員向けに、南三陸町の「観光を手段とした地
域活性化」と題した講演がありました。津波による甚
大な被害を受けた南三陸町の皆さんが常に前を向き、
日々のたゆみない努力で今日の復興を遂げたこと、観
光客誘致に力を入れ被災する前より観光客増加に成
功したことなど、貴重なお話を聞くことができました。

思わず、期待から逃げないこと、失敗しても勇気を
持って立ち上がることなどを熱く語りかけてくださ
いました。参加した児童・生徒からは、「何事にも
挑戦していくことが大切だと思った」「今日という
一日を大切に全力で生きたい」「周りの人が困って
いる時には積極的に話しかけて、お互い助け合いな
がら生活したい」といった感想がありました。生徒
のほか地域の一般の方も参加しました。
　小瀬高校では、体験型の活動を通して、将来にわ
たって主体的に生きていくための学力の育成に努め
ています。

まちのできごと
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▲左から二番目　平野誠士さん、垪和正憲さん

▲詳しい内容に熱心に耳を傾けていました ▲間近に見る土器の迫力を感じていました

▲左から二番目　阿部晃太郎さん、村田秀行さん
　佐々木慎矢さん

10月

12/14

水難事故救助表彰

常陸大宮市史セミナー　考古編②

　2件の人命救助に対して三次真一郎市長と内田正
行消防長から感謝状が贈られました。
　GOLF5カントリーサニーフィールド（野口）の
フロントロビー自動精算機前で男性客が突然後ろへ
倒れ心肺停止状態となり、近くにいた平野誠士支配
人、垪

す

和
わ

正憲副支配人ほかが心臓マッサージなど交
代しながら実施しました。男性客は救急隊到着時に

　市文化センターで常陸大宮市史セミナーを実施し
ました。これは市史編さん事業の調査内容を市民の
皆さんに紹介することを目的とし、全3回の講座を
通して本市の先史時代に迫る内容となっています。
　第2回は、考古部会の塚本師也専門調査員を講師
に招き、「縄文土器からわかる縄文人のくらしと社
会」という演題で、縄文土器の作り方や文様の特徴、
縄文人の生活などについて講演をいただきました。
　農業はまだなく、動物や魚、木の実などを採って
食べる生活でしたが、一面では、漆塗りの華麗な道

は心拍が再開し意識を回復しました。
　また、那珂川（野口）では、男性が友人とフリスビー
で遊んでいた際、川の中に飛んでいったフリスビー
を取りに行き深みにはまり溺れました。付近にいた
筑波大学生12人が気づき、そのうちの男性3人が泳
いで救助に向かい、協力して河原まで引き上げまし
た。

具を作ったり、黒曜石やヒスイなど遠隔地の石材や
製品を入手したりしていたそうです。
　市内からは「火焔型土器」と呼ばれる土器の仲間
が出土していますが、これも遠く離れた越後（新潟
県）地域の土器の特徴を持っているとのことです。
市内の土器が他地域の土器作りに影響している例も
あり、縄文時代にはヒトやモノが意外と広く交流し
ていたようです。
　次回は、４月以降に弥生時代に関する講座を予定
しています。

まちのできごと
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▲熱心に耳を傾けていました

▲永井博さん

　文書館は平成26年10月の開館から5周年を迎えま

した。これを記念して、文書館開館5周年記念講演

会「幕末の常陸大宮」を緒川総合センター文化ホー

ルで開催しました。

　文書館の業務のひとつである地域史料の普及活動

の一環として当館が開館以来取り組んでいるものに

市内に所在する古文書の刊行（『常陸大宮市近世史

料集』）事業があります。豊富に残されている幕末

から明治にかけての時期の古文書を通して、市域の

幕末維新期について考える目的で、2人の講師に講

演をいただきました。

　茨城県立歴史館特任研究員で常陸大宮市史近世史

部会専門調査員の永井博さんからは「徳川斉昭の藩

政改革」と題して、斉昭が主張した攘夷論や宗教統

制など、庶民にも影響を及ぼした大胆な藩政改革の

真の目的について、『常陸大宮市近世史料集』を含

むさまざまな史料からご紹介いただきました。

　当館調査研究員の野上平さんは「関沢家日記から

読みとく幕末維新期の大宮地方」と題して、野口村

の富商・関沢家の当主が代々書き続けた日記の内容

を精査し、藩士、郷士、領民が改革派と門閥派に分

かれて争うこととなった幕末維新期の村内の状況や

関沢家の社会生活についてお話をされました。　　　

　関沢家の日記については現在も史料集の刊行が継

続中で、新たな情報も交えたお話しで、参加された

皆さんは熱心に聴講されていました。本市域の幕末

維新期の混乱した状況を古文書から具体的に読みと

ることができただけでなく、古文書の持つ内容の豊

さも感じることができたのではないでしょうか。

▲野上平さん

　文書館では、このような古文書史料の所在を確認

し、調査を行うとともに、今後も講演会などを通し

て皆さんに歴史や史料に触れていただく機会を設け

ていきます。古文書等の史料をお持ちの方は、調査

にご協力ください。また、文書館では歴史的公文書

と古文書等の地域史料を閲覧・複写・撮影すること

ができます（一部に利用制限があります）。

　当館は、開館から5年を迎えた現在も県内市町村

では唯一の文書館施設（アーカイブズ）です。公文

書の適正な保存・管理や地域史料の散逸防止が叫ば

れる現在、民主主義の根幹を担う施設として文書館

の役割はたいへん大きなものになっています。皆さ

んのご利用をお待ちしています。

■問い合わせ■　文書館　☎52-0571

文書館開館5周年記念講演会文書館開館5周年記念講演会
1/26

幕末の常陸大宮幕末の常陸大宮
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▲低学年の部優勝のピンク ▲高学年の部優勝の Beauty and the beast

　山方宿通り（山方支所～ JR山方宿駅）で、小学生21チームが参加し、第21回山方宿若あゆ駅伝大会（主催：
山方体育協会）が開催されました。この大会は、年末の恒例行事になっていて、山方宿通りには大勢の応援の皆
さんが駆けつけました。また、スターターとして、低学年に三次真一郎市長が、高学年には鈴木定幸県議が立ち
大会を盛り上げてくれました。走った後は、温かい豚汁のサービスもあり、楽しい大会となりました。

≪低学年の部≫（小学1年～3年）
　優　勝　ピンク	 （須
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）
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ちの

根
ね

実
み

愛
あ

）
　第３位　南小 Men's チーム（石

いし

川
かわ

裕
ひろ

貴
き

、濱
はま

野
の

壮
そう

真
ま

、石
いし

井
い

貴
きりゅう

琉、後
ご

藤
とう

壮
そう

馬
ま

、大
おお

森
もり

遥
はる

斗
と

、大
おお

森
もり

將
しょうま

真）

区間賞 1区 2区 3区 4区 5区 6区

女子 バルザーアリサ 長山虹乃花 生田目莉海 三
み

次
つぎ

　優
ゆう

姫
か

西村　心結 茅根実愛
男子 須藤　大揮 秋

あき

本
もと

　一
いち

翔
と

石井　貴琉 後藤　壮馬 三
み

次
つぎ

　璃
り

旺
お

井
い

坂
さか

　仁
じん

≪高学年の部≫（小学4年～6年）
　優　勝　Beauty and the beast（鈴

すず

木
き

康
こう

介
すけ

、後
ご

藤
とう

陽
ひ な た

心、後
ご

藤
とう

航
こう

大
だい

、棚
たな

谷
や

心
き よ と

翔、圷
あくつ

知
とも

世
よ

）
　準優勝　南風ドリーム5（海

え

老
び

根
ね

嘉
よし

斗
と

、金
かね

子
こ

陽
ひ

奈
な

乃
の

、木
き

村
むら

光
こう

汰
た

、川
かわ

井
い

杏
あん

夏
な

、鈴
すず

木
き

敬
たか

也
や

）
　第３位　ホワイトタイガー（橋

はし

本
もと

純
すみ

怜
れ

、桜
さくら

井
い

迅
じん

之
の

助
すけ

、長
なが

山
やま

苺
い ち か

花、橋
はし

本
もと

優
ゆう

馬
ま

、船
ふな

橋
ばし

剛
ごう

心
しん

）

区間賞 1区 2区 3区 4区 5区

女子 会
あい

沢
ざわ

　心
ここ

菜
な

鈴
すず

木
き

　　凛
りん

海
え

老
び

根
ね

花
はな

乃
の

川井　杏夏 圷　　知世
男子 鈴木　康介 後藤　陽心 茅

ちの

根
ね

　優
ゆう

樹
き

橋本　優馬 鈴木　敬也

第21回  山方宿若あゆ駅伝大会12/22
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▲よーい！スタート！

　1月13日、水戸グリーンカントリークラブ山方コー

スで、常陸大宮クロスカントリー大会兼みんなで楽し

くグリーンウォーキングが開催されました。ゲストラ

ンナーとして、今井正人選手、柏原竜二選手、福島千

里選手など総勢10人の豪華選手が参加し大会を盛り

上げました。

　また、競技の合間には、ゲストランナーによるラン

ニング教室・ウォーキング教室が開催され、子供から

高齢者まで多くの方々が正しいランニング・ウォーキ

ングの仕方を学びました。

常陸大宮クロスカントリー大会兼
みんなで楽しくグリーンウォーキング

第9回

部 門 別 の 結 果  （敬称略）

種　目 部　　門 1　位 2　位 3　位

1000m
小学男子（3年以下） 大

おお
和
わ
田
だ
　潤
じゅん

佐
さ
賀
が
　翔

しょうた
太 高

たか
橋
はし
　一

かず
輝
き

小学女子（3年以下） 大
おお
山
やま
　詩

し
織
おり

柄
から
澤
さわ
　百

もも
花
か

茅
ちの
根
ね
　実

み
愛
あ

2000m

小学男子（4年以上） 横
よこ
山
やま
　来

らい
夢
む

淺
あさ
村
むら
　蒼

そう
士
し

須
す
藤
どう
　瀧

そう
雅
ま

小学女子（4年以上） 木
き
戸
ど
望
の
乃
の
実
み

長
なが
島
しま
　彩

あや
音
ね

佐
さ
藤
とう
　舞

ま
歩
ほ

中学男子 小
こ
森
もり
　　凱

かい
鈴
すず
木
き
　龍
りゅうせい
生 木

き
村
むら
　拓

ひろ
斗
と

中学女子 高
たか
村
むら
　稜

りょうか
花 岡

おか
　　彩

さ
倖
ゆき

生
なま
井
い
沢
ざわ
優
ゆ
奈
な

4000m

中学男子 吉
よし
田
だ
　翔

しょうま
眞 飯

いい
島
じま
　未

み
来
らい

溝
みぞ
井
い
　正

まさ
貴
たか

中学女子 井
い
澤
ざわ
　裕

ゆう
佳
か

圓
つむ
谷
らや
　仁

に
渚
な

木
き
戸
ど
　愛

あい
花
か

高校男子 小
こ
松
まつ
裕
ゆう
大
た
朗
ろう

来
くる
栖
す
　駿

はや
人
と

石
いし
塚
つか
　晴

はる
季
き

高校女子 安
あ
達
だち
　茉

ま
帆
ほ

鈴
すず
木
き
　優

ゆ
芽
め

名
な
越
こし
　美

み
帆
ほ

一般男子（18歳以上） 萩
はぎ
谷
や
　駿

しゅんた
太 野

の
上
がみ
　善

よし
弘
ひろ

野
の
上
がみ
　　蓮

れん

一般女子（18歳以上） 稲
いな
石
いし
　　希

のぞみ
上
うえ
原
はら
　真

ま
弓
ゆみ

矢
や
古
こ
宇
う
美
み
玖
く

一般男子（40歳以上） 高
たか
橋
はし
　玄

つね
洋
ひろ

瀬
せ
戸
と
　隆

たか
行
ゆき

下
しも
村
むら
　　茂

しげる

一般女子（40歳以上） 田
た
中
なか
　英

ひで
子
こ

小
こばやし
林　利

り
恵
え

稲
いな
石
いし
　里

さと
美
み

6000m

高校男子 髙
たか
根
ね
　悠

ゆう
希
き

山
やま
縣
がた
　功

こう
季
き

本
もと
木
き
　寛

かん
大
た

高校女子 藤
ふじ
田
た
真
ま
美
み
加
か

山
やま
本
もと
　朋

とも
佳
か

伊
い
東
とう
　夕

ゆ
波
な

一般男子（18歳以上） 大
おお
沢
さわ
　　駿

しゅん
菊
きく
池
ち
　琢

たく
哉
や

野
の
上
がみ
　善

よし
弘
ひろ

一般女子（18歳以上） 今
いま
村
むら
　咲

さ
織
おり

木
き
戸
ど
　美

み
帆
ほ

工
く
藤
どう
由
ゆ
紀
き
子
こ

一般男子（40歳以上） 大
おお
山
やま
　研

けん
二
じ

吉
よし
岡
おか
　　修

おさむ
大
おお
福
ふく
根
ね
　満
みつる

一般女子（40歳以上） 今
いま
野
の
　祥

しょうこ
子 石

いし
橋
ばし
　昭

しょうこ
子 塙

はなわ
　　晃

あき
子
こ
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がゆく

▲より一層頑張ります！

広報常陸大宮・ホームページ
掲載広告募集中！

【広報紙】　半枠（45mm × 85mm）
　　　　　全枠（45mm × 175mm）

【ホームページ】バナー広告
＊�詳しくはホームページをご覧いただくか、本庁

秘書広聴課（☎ 52-1111　内線 307、312）ま
でお問い合わせください。

URL  http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

▲大内庸右さん

　こんにちは、地域おこし協力隊の德永です。
　常陸大宮市に来て初めての冬を迎えました。凍えるような
朝、何度見ても気温はマイナスを示します。茨城が寒いのか、
常陸大宮が寒いのか、それでも地元の人は「暖冬だ」と口を
揃えて言います。これからが冬の本番。体調管理には十分気
を付けようと思います。
　私は今回、初めての農閑期を迎えました。11月に最後の
種蒔きを終え、作物の成長を見守る日々が続きます。大根、
小松菜、レタス・・・。青々としているが夏に比べて彩りは
少ない。夏場は体を動かし、冬は頭を働かせる。農閑期だか
らこそ、農業について考える時間がたくさんあります。

　収穫祭イベントやハーブを使った商品化など、頭の中で今後の計画を張り巡らせています。人生初めての農業
だからこそ、出会う知識全てが新鮮で飽きることがありません。この街に来て、65歳以上の方とご一緒させて
いただく機会が増えました。WHOは65歳以上を高齢者と定義していますが、今お世話になっている方々や地
域の皆さんを見渡しても高齢者と称するのは何かが違うと感じます。「地域のことを発信するために SNSを始
めたい」など、新しいことに挑戦したり、何か目標を持って活動する姿は若々しく、「自分ももっと頑張らなけ
れば」と競争心を駆り立てられます。

常陸大宮市公式SNS

ひたまる先生を紹介します vol.28

　「相続財産と遺言について学ぼう」の講座をしている大内庸右です。
　「知って得する、知らないで損する相続と遺言」と言われます。人が亡くなる
と必ず相続が発生しますが、その際の財産争いが年々増えています。この財産
争いを防ぐのが遺言書です。また、遺言書が有ると名義変更や預金の解約など
も簡単にできます。なお、遺言書を特に必要とする人もいます。これらを、元公
証人が分かりやすくお話しします。長寿会や各種団体の皆さん一度話を聞いて
みませんか？市内の公民館などで講演します。お気軽にお申し付けください。
　なお、相続問題、家庭内や近隣とのトラブルなどの困りごとを個人的に相談し
たい方は元検察官・公証人が自宅でアドバイスいたします。（相談無料）
■問い合わせ■　☎︎55-8135
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石井　裕　氏
近現代史部会専門調査員

茨城県立歴史館主任研究員

▲海後宗親肖像（72 歳、『海後磋磯之介宗親遺録』所収）

▲海後宗親墓碑（水戸市・常磐共有墓地）

42

海後磋磯之介、明治に死す（下）

　幕末の志士、海後磋磯之介の臨終に際して、宮内省
の実力者・香川敬三皇后宮大夫（現常陸大宮市下伊勢
畑出身）に届けられた海後宗親（磋磯之介）の履歴書
には、桜田事件後、大坂の高橋多一郎とともに挙兵し
ようとしたが、幕府の詮索が厳しいため西上できず、
越後に潜行した。元治元年（1864）の天狗党の乱では
「海野剛蔵」と名を変えて水戸に舞い戻り、武田耕雲
斎らについて那珂湊合戦を戦うも敗れ、同年10月25日
に関宿藩に預けられた。明治元年（1868）2月に許さ
れて水戸に戻り、同22年（1889）に「菊池氏」を名乗り、
36年5月（正確には死去前日の16日）に「海後」に復
籍した、とあります（明治36年5月17日付、香川敬三
宛高橋諸随書翰、「香川家文書」3181、学習院大学蔵）。
　死の前日に、念願の「海後」姓に復した磋磯之介。
墓表の撰文も担当した高橋諸随（多一郎の養子、金子
孫二郎の子）の香川宛書翰には、磋磯之介は「折々卒
倒ノ如キ持病」（癲癇か）があり、5月15日の朝、炬
燵にあたっていた際にその持病が起きた、足が火の中
に入ってしまい、高熱を発して人事不省の状態におち
いった、あと数日ももたないだろう、とあります（5
月16日付、「香川家文書」3183）。
　高橋は、磋磯之介へ最後の名誉を、と生前の叙位を

香川に歎願しましたが、その願いはわずか2日後の18
日に「従六位」の宣下という形で実現します。報道等
では、磋磯之介は18日午後4時に「脳病」で死去した
（『東京朝日新聞』5月20日付）となっていますが、こ
れは叙位後に死去日時をあわせたものでしょう。当時
の旧藩士たちの同郷人への思いの強さ、そして政府に
よる同志の顕彰を実現することで、自分たち（旧水戸
藩）の足跡を歴史の中に刻もうとする、彼らの心性が
よくわかるエピソードです。

■問い合わせ■
　文化スポーツ課
　文化・スポーツグループ　☎52-1111（内線344）
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